調査研究の作品名を上書き入力してください
姫路市立●●▲学校　●年　　● ●　● ●

1. はじめに
ここに上書き入力で研究動機などについて紹介する。全体のバランスを考えながら数行～10数行くらいの分量でまとめるとよい。文章は「です」や「ます」を使わない方が、研究のまとめとしては書きやすい。また、その方が読者も読みやすくて解りやすい。自分の研究結果についてきちんとまとめて、後に続く他の人達の参考になるように表現してみよう。

2. ●●●●●（作品の説明や研究の概要など）
ここには上書き入力で「はじめに」を受けての研究の概要や説明などを紹介してゆく。章のタイトル（●●●●●）は紹介する内容に合わせて、伝わりやすいように考えて入力する。「はじめに」より少し長めに書いた方が、本文全体のバランスは取りやすい。
また、必要なら、説明や概要の内容ごとに段落を変えて書くと、読者に解りやすくて伝わりやすい。ここで、しっかりと読者の心をつかむように書けると、最後までじっくりと興味と関心をもって読んでもらえる原稿になる。

3. ●●●●●（実験材料や実験道具など）
ここには上書き入力で、研究に用いた実験材料や実験道具などを紹介する。必要なら１点ごとに（1）（2）（3）…などと番号を付けて、箇条書きにすると解りやすい。また、実験材料と実験道具は、違う番号や記号にしてまとめるなど工夫をすると、より伝わりやすくなる。
（1） ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲（材料や道具の名前など１つめ）
その材料や道具を使った理由や目的などが書いてあると、より解りやすい。
（2） ■■■■■■■■■■■（材料や道具の名前など２つめ）
その材料や道具を使った理由や目的などが書いてあると、より解りやすい。
（3） ▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼（材料や道具の名前など３つめ）[image: ]
図1　図や写真の番号と説明を入れる

その材料や道具を使った理由や目的などが書いてあると、より解りやすい。

4. ●●●●●（観察方法や実験方法など）
ここには上書き入力で、研究を行った方法を紹介する。必要なら、行った方法の順番に合わせて（1）（2）（3）…などと番号を付けた紹介をすると解りやすい。番号順の中に段落を設けて、１つ１つの順番の中での区切りとしてもよい。

5. ●●●●●（観察結果や実験結果など）表1　表組も入れられます
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ここに上書き入力で、研究を行った結果を紹介する。必要なら（1）（2）（3）…などと番号を付けて、行った方法の順番に紹介していくと解りやすい。段落を設けてもよい。
図や写真や表を入れた場合には、その図や写真や表を見てほしい内容の本文のところに（図2）などと、その番号を入れる。
図と写真は、全て図として通し番号でまとめると解りやすい。図の番号や図の名前の説明は、図や写真の下側に入れる。図も写真も、元がカラーでも、印刷するときには全て白黒画像になる。
表の場合は、その表の上側に、表の中央に来るように、表の番号と、その表の名前を入れておくと解りやすい。
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図2　ドラッグして場所や大きさを変えられる

6. 考察
観察結果や実験結果を受けて、なぜそのようになったのかを考えたり、どうしてなのかを調べたりした内容をまとめる。その研究の自分らしさを表現しやすいところなので、よく考えて書こう。
[bookmark: _GoBack]このワード用のひな型は、入力をしていくと、自動的にページ数が増えていく。ただし、４ページ以内で、できるだけ４ページになるように、全体の文字の量や図版の数や大きさなどで調節するとよい。

7. 今後の課題
今回の研究結果を受けて、今後どのようなことに取り組むと、更に研究を進めることができるのか、もし取り組んでみたいことがあれば紹介する。

8. 参考文献など
研究を進めるために参考にした図書や文献があれば、ここにまとめる。書き方は、本を書いた人の名前、「本の題名」、出版社名、出版された年、引用した場合はそのページの番号なども入れて箇条書きにする。以下はその一例。

姫路科学館編、「探究と工夫」第48号、姫路科学館、2019年
姫路科学館編、「探究と工夫」第49号、姫路科学館、2020年
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